
帝　王　紫帝　王　紫
ー偉人に愛された色ー

てい　   　 　おう　  　　むらさき



中津干潟ってどんなとこだろう
中津干潟は、中津市沿岸に位置する瀬戸内海最大の
干潟で、山国川の前浜干潟です。

　干潟とは、１日に２回、干出と水没を繰り返す平
らな砂泥地のことです。干潟ではよく潮干狩りが楽
しまれています。

これはズ ロカモメです。中津干潟の海でよく
見られます。

これはアカニシの貝殻です。実は食べられるだけでなく
内臓は染色にも使われ、中津干潟で見られます。

中津干潟には、特殊な道具を使うことなく沖に向
かって3㎞ほど歩いて行くことができたり、カブ
トガニに代表される希少生物の宝庫で生物多様性
が高かったり、多くの渡り鳥がやってきたりと中
津干潟にしかない良さをたくさん持っています。

　20年ほど前までは中津干潟でも潮干狩りが盛ん
に行われていて、アサリなどが豊富だったのです
が、近年は貝類の減少が心配されています。

1,2)

帝王紫が取れる主な貝（九州）

チリメンボラ レイシ

アカニシイボニシ

帝王紫（貝紫）の色がとれる貝は、アッキガイ（ア キガイ）科に
分類される巻き貝です。九州でとれるアッキガイ（ア キガイ）科
の貝には下のような種類があります。
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世界における貝紫染色の歴史
年代 貝紫について

紀元前1600年頃

紀元前700年頃～

1453年

1909年

現代へ・・・

フェニキア人が貝紫染色をはじめた。
（フェニキアは現在のレバノンやシリアの辺りだと言われている）
そこからギリシャ帝国やペルシャ帝国、ローマ帝国や東ローマ帝国に貝紫染色が
受け継がれる。

　　　　　　　　　　　GoogleMap（現在のレバノン・地中海周辺の地図）

貝紫染色は一つの貝から少量しか取れない貝紫を原料とする染色技術であり、そ
の手間暇のかかる方法とそこから作り出されるきれいな発色の紫から、帝王紫と
呼ばれている。その名の通り、位の高い人のみが着ることのできる服などに使わ
れた。

東ローマ帝国の滅亡とともに貝紫染色の技術が失われる。

紫色素の化学構造を発見。（ジブロムインジゴをP＝フリードレンダが発見）

メキシコのドン＝ルイス村ほか アテマラなどの地方では現代も貝紫染色が行わ
れている。

　　　　　　　　　グアテマラの貝紫染色糸が織り込まれた織物
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年代 貝紫について

1980年代まで

1989年

貝紫染色の形跡が見つからなかったため、日本での貝紫染色は存在しないと考えられ
ていた。

吉野 里遺跡の発掘において、遺跡から
貝紫の色素が含まれる絹織物が出土する。
→日本において貝紫染色が存在することが分かる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　復元した貝紫染色の絹織物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男性用(右)：経糸;茜染，緯糸;貝紫

その他にも、伊勢志摩地方の海女が潜水中の事故から身を守るための魔除けとして「セーマン」や
「ドーマン」と呼ばれるマー を描いていた。そのマー を貝紫染色で描いていたそう。手ぬぐいに印
をつけると悪霊がつかず天候が悪くならないと信じられている。

セーマン　一筆書きで元の位置に戻り、始まりも終わりも
ないことから、魔物の入り込む余地がなく、無事に戻って
こられるようにという願いが込められている

ドーマン　出入口が分からないことから悪魔が入りにくく
悪霊から逃げられるといわれている

2017年よりNPO法人水辺に遊ぶ会と大分大学被服学研究室による貝紫イベントを開始。
中津干潟において貝紫の染色実験や教材開発を行っている。

中津干潟の様子 染色の様子

日本における貝紫染色の歴史
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貝紫染色の化学

紫色の染料となる物質：6,6'-ジブロモインジゴ

1909年　P.Friedlander
ジブロモインジゴの化学構造解明
　
シリアツブリボラ12,000粒
　　　　　→ 1.4gの色素抽出

インジゴに2つの臭素が結合

6,6'-ジブロモインジゴ
　　  ↑　 ↑

2 臭素＝Br

約3000年前の貝紫染の毛の繊維

2021年1月にイスラエルのティムナ渓谷の
遺跡で鮮やかな紫色の繊維が発掘された。
貝紫であることが化学分析によって明らか
にされた。

インジゴ

インジゴ：藍植物の葉に含まれる
　　　　　青い色素
　　　　　合成インジゴはブルー
　　　　　ジーンズの色素
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Photo: Dafna Gazit, courtesy of the Israel Antiquities Authority. Sukenik et al. (2021) Early evidence of royal purple dyed 
　　　  textile from Timna Valley (Israel). PLoS ONE 16(1): e0245897. https://doi.org/10.1371/journal.pone.0245897

還元中に紫外線を当てると，

6,6'-ジブロモインジゴがインジゴに
なるので，青く染まります！
イスラエルの国旗の色はこの青で
す。

中津干潟にすむアカニシの鰓下腺を
取り出してミキサーにかけ，日光を当
てると右下の写真のように紫色になり
6,6'-ジブロモインジゴができます。
この紫色のペースト状のものが染料に
なります（右下の写真）。

これを還元して黄色い染色液を作り，

糸を浸して染色し，糸を染色液から
取り出して酸化して紫色に染めます。

🌞

鰓下腺
パープル腺アカニシ



染色の仕方

①沸騰したお湯に染料（貝紫の内臓）、水酸化ナトリウム、
　ハイドロサルファイトナトリウムの順に加えて10分
　ホットプレートで加熱して温度を保つ。
②糸をかせにして入れて、30分加熱する。
③糸を取りだして、流水で洗う（糸が絡まらないように）。
④タオルドライをして、完全に乾くまで干す。

① ②

水酸化ナトリウム
とハイドロサル
ファイトナトリウ
ムを加えた様子

糸を入れて染色

繊維によって染まり方も変化する！
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お湯に冷凍してお
いた染料をいれま
す

染めた直後の糸は
黄色！

③
徐々に色が変化していく！

〈材料〉

染料 綿の刺繡糸 ハイドロサルファイトナトリウム
水酸化ナトリウム

完成した刺繍糸がこちら



帝王紫色に染めた糸の簡単な刺
＊アウトラインステッチによる刺繍

①一針分の位置に針を入れ、
半分戻って針を出す。

②①を繰り返す。

l ll l

＊チェーンステッチによる刺繍

＊背守りの刺繍
背守りとは、子どもの着物の背中に縫いつけたお守りのことです。背中
に縫い目ができることによって魔を見張る、魔除けの意味を持っていた
とされています。

出　 出 入

・

①針を出したところに針を刺
し、３㎜先に針を出しながら、
針先に糸を絡めて針を抜く。

②①を繰り返す。 ③最後の針目は糸の輪を
押さえるようにして、糸
の輪の外側に針を刺す。
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表したい絵柄を
直線でザ ザ
縫って表してい
くよ！

どの刺繍方法でも、
チャコペンやチャコ
ペーパーで表したい
模様を予め布に描い
ておくときれいに刺
繍できるよ！

繍とその方法、作品例の紹介

＊ティッシュカバー

＊ランチョンマット

＊コースター
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